
「
20
代
、
30
代
は
が
む
し
ゃ
ら
に
働

き
、
40
代
で
や
っ
と
農
業
経
営
が
軌

道
に
乗
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
」

と
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
振
り
返
る

石
橋
忠
一
朗
さ
ん
。
た
だ
、
今
か
ら

思
え
ば
、
先
が
見
え
な
い
中
で
も
毎

日
必
死
に
汗
を
流
し
て
い
た
若
い
頃

が
、
一
番
充
実
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
、
と
も
言
い
ま
す
。

石
橋
さ
ん
は
、
農
家
の
長
男
と
し

て
上
里
で
生
ま
れ
、
６
歳
の
と
き
に

活
汲
に
転
居
し
ま
す
。
中
学
卒
業
後

は
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
美
幌
高
校
の

農
業
科
へ
進
学
し
ま
し
た
。
農
家
を

継
ぐ
こ
と
は
、
誰
に
言
わ
れ
る
で
も

な
く
、
長
男
と
し
て
自
然
な
選
択
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

高
校
を
卒
業
し
本
格
的
に
農
業
に

取
り
組
ん
だ
昭
和
28
年
頃
の
畑
作
は
、

ま
だ
馬
耕
が
中
心
で
、
ど
こ
の
畑
で

も
農
耕
馬
が
フ
ル
回
転
し
て
い
ま
し

た
。
昭
和
30
年
代
後
半
に
な
っ
て
か

ら
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
共
同
購
入
が

始
ま
り
、
作
業
効
率
が
大
幅
に
向
上

し
ま
す
。

農
業
経
営
と
と
も
に
、
若
い
頃
か

ら
農
協
の
組
合
運
営
に
携
わ
っ
て
き

た
石
橋
さ
ん
は
、
52
歳
で
津
別
町
農

業
協
同
組
合
の
代
表
理
事
組
合
長
に

選
任
さ
れ
、
組
合
員
の
代
表
と
し
て

津
別
農
業
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
ま

す
。
ま
た
、
任
期
中
に
近
隣
農
協
等

と
の
共
同
出
資
会
社
で
あ
る
ク
レ
ー

ド
ル
食
品
株
式
会
社
（
美
幌
町
）
の

事
業
転
換
に
も
携
わ
り
ま
す
。

61
歳
で
組
合
長
を
退
任
し
一
線
を

退
い
て
か
ら
は
、
市
場
出
荷
用
の
花

の
栽
培
を
始
め
ま
す
。
津
別
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
ま
た
会
長
と

し
て
奉
仕
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、

地
域
貢
献
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

石
橋
さ
ん
の
現
在
の
楽
し
み
は
春

夏
は
川
釣
り
、
冬
は
自
然
の
ツ
タ
を

使
っ
た
花
器
作
り
。
花
器
は
栽
培
し

て
い
た
花
で
作
っ
た
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
を
飾
る
た
め
に
制
作
し
始
め
た
も

の
で
、
写
真
の
背
景
に
写
る
立
派
な

器
も
石
橋
さ
ん
の
手
に
な
る
作
品
で

す
。

いしばし　ちゅういちろうさん／昭和10年２月、津別町生まれ／79歳／
活汲在住

さ
ん

津
別
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業
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発
展
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尽
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国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ

ム
・
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
ご
利
用
を

信
頼
さ
れ
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
職
員
に

佐
藤
　
千
昭

さ
ん

さとう　ちあきさん／昭和57年12月生まれ／ＪAつ

べつ勤務

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
の
申

告
、
納
税
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

q
電
子
証
明
書
（
役
場
戸
籍
担
当
窓
口
で
電
子

証
明
書
を
記
録
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

５
０
０
円
、
公
的
個
人
認
証
機
能
追
加
で
５

０
０
円
＝
合
計
１
０
０
０
円
）
を
取
得
し
、

電
子
証
明
書
を
読
み
込
む
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
（
電
器
店
等
で
３
０
０
０
円
程
度
）

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

w
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号

等
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
（
開
始
届
出
書
は
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
識
別

番
号
等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
行
さ
れ
ま
す
）。

e
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
初
期
登
録
、

そ
の
ま
ま
申
告
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
へ
送
信
し
電
子
申
告
を
終
了
し
ま
す
。

詳
し
く
は
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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社
会
人
採
用
に
よ
り
、
今
年
７
月
か

ら
Ｊ
A
つ
べ
つ
に
勤
め
て
い
る
佐
藤
千

昭
さ
ん
。
経
済
部
畜
産
課
に
所
属
し
、

乳
牛
・
肉
牛
の
導
入
や
出
荷
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
宇
都
宮
市
出
身
の
佐
藤
さ
ん

は
、
酪
農
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
地

元
高
校
を
卒
業
後
、
江
別
市
の
酪
農
学

園
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業

後
は
道
内
で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を
経

験
。
平
成
19
年
か
ら
５
年
間
は
、
大
学

時
代
の
同
級
生
の
紹
介
で
、
津
別
町
内

の
牧
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

畜
産
農
家
と
接
す
る
機
会
が
多
い
部

署
で
す
が
、
津
別
で
過
ご
し
た
頃
の
顔

見
知
り
も
多
く
、
そ
の
お
か
げ
で
環
境

に
な
じ
む
の
は
早
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
経
験
を
積
み
、
安
心
し
て
仕
事
を
任

せ
て
も
ら
え
る
職
員
に
な
り
た
い
で

す
」
と
新
し
い
職
場
で
の
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

既
婚
で
２
歳
の
お
子
さ
ん
が
い
る
佐

藤
さ
ん
で
す
が
、
奥
さ
ん
と
は
津
別
で

の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
時
代
に
同
じ
職
場
で

知
り
合
っ
た
と
か
。

12
月
は
町
道
民
税
第
４
期
・
国
民
健

康
保
険
税
第
７
期
の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
平
成
26
年
12
月
26
日

（
金
）
で
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引
落
口
座

の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・住所や名前が変わったとき

・車を売ったり、買ったりしたとき

・車を使用しなくなったとき

・ナンバープレートを紛失や破損したとき

・北見以外のナンバープレートで使用している

とき

・ローンの支払いが終わったとき

・車検証やステッカーを紛失、破損したとき

・後ろのナンバープレートに封印が付いていな

いとき

次の場合には、自動車の登録手続き等が必要です。

※なお、詳細については、車検証をお手元に用意してから

下記へお問い合わせください。

問い合わせ先

北海道運輸局北見運輸支局　登録担当

†050-5540-2007

（音声ガイダンス開始後「026」とプッシュすると、オペレ

ーターが対応いたします）

木工教室を下記のとおり開催します。ぜひ参加ください。

◎親子木工教室　製作する作品　「スツール」

と　き 12月7日（日） 午前9時～12時（予定）

ところ 木工体験工房（つべつ木材工芸館横）

対　象 ・中学生以下の子供とその親

・高校生以上の大人

定　員 20組（定員になり次第締め切ります）

参加費 1組2,550円（保険料込み）～当日持参ください。

◎大人木工教室　製作する作品　「小椅子」

と　き 12月14日（日） 午前9時～12時（予定）

ところ 木工体験工房（つべつ木材工芸館横）

対　象 高校生以上の大人

定　員 20人（定員になり次第締め切ります）

参加費 1人5,050円（保険料込み）～当日持参ください。

《両木工教室の申込先・詳細》

木材工芸館、木工体験工房管理受託者

（株）山上木工　†0152－76－4934


